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林
海
音
の
『
両
地
』
に
つ
い
て

　

天
神
裕
子
　
　

研
究
動
機

林
海
音
（
一
九
一
八
―
二
〇
〇
一
）
は
、
五
才
か
ら
三
十
才
ま
で
を
民
国
期
の
北
京
に
暮
ら
し
、
戦
後
台
湾
に
渡
っ
た
の
ち
創
作
を

開
始
し
た
台
湾
人
作
家
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
多
く
の
散
文
・
小
説
を
発
表
す
る
一
方
で
、『
聯
合
報
』「
副
刊
」
な
ど
の
編

集
を
務
め
、
ま
た
『
純
文
学
出
版
社
』
を
運
営
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
、
そ
の
業
績
は
台
湾
文
壇
で
は
す
で
に
伝
説
的
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
活
躍
や
台
湾
に
関
す
る
側
面
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
北
京

を
舞
台
に
し
た
小
説
『
城
南
旧
事
』
が
紹
介
・
評
論
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る纊
。

な
ぜ
、
林
海
音
は
関
心
を
持
た
れ
な
か
っ
た
の
か
。
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
こ
の
作
家
が
台
湾
文
学
研
究
の
主
流
か
ら
外
れ
て
い

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
林
の
創
作
活
動
は
五
〇
～
六
〇
年
代
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
戦
後
初
期
の
女

流
文
学
は
台
湾
の
文
学
界
に
お
い
て
さ
え
、
郷
土
文
学
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
な
ど
の
陰
に
隠
れ
、
最
近
ま
で
研
究
対
象
と
な
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
北
京
で
人
生
の
黄
金
時
代
を
過
ご
し
た
林
の
作
品
に
は
い
わ
ゆ
る
京
味
儿
（
北
京
風
味
）
が
色
濃
く
、
ま
す
ま
す

台
湾
文
学
と
し
て
の
関
心
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
城
南
旧
事
』
が
中
国
大
陸
で
映
画
化
さ
れ
、
こ
の
な
か
で
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古
都
北
京
へ
の
郷
愁
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
た
た
め
、
林
海
音
＝
京
味
儿
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

し
か
し
一
方
、
林
の
創
作
に
は
台
湾
を
舞
台
と
し
た
小
説
も
あ
り
、
と
く
に
国
民
政
府
の
文
芸
政
策
が
盛
ん
だ
っ
た
戦
後
の
台
湾
で
、

台
湾
の
民
俗
に
関
す
る
散
文
を
多
数
発
表
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
に
出
版
さ
れ
た
散
文
集
『
両
地
』
に
は
、
そ
れ
ら
台
湾
を
描
い
た
散
文
が
北
京
を
描
い
た
散
文
と
と
も
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
林
海
音
と
い
う
作
家
を
多
面
的
に
知
る
う
え
で
一
読
に
値
す
る
。
彼
女
に
と
っ
て
台
湾
、
北
京
と
い
う
二
つ
の
場
所
は
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
の
か
。
本
論
で
は
『
両
地
』
に
お
け
る
叙
述
を
手
が
か
り
に
、
林
海

音
の
故
郷
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、
林
海
音
に
つ
い
て

林
海
音
は
本
名
を
林
含
音
、
幼
名
英
子
（
イ
ン
ツ
）、
一
九
一
八
年
に
日
本
の
大
阪
で
生
れ
た
。
父
の
林
煥
文
は
日
本
統
治
下
の
台

湾
で
日
本
語
教
育
を
受
け
た
が
、
事
業
を
興
す
た
め
十
六
歳
の
妻
黄
愛
珍
を
連
れ
て
日
本
へ
渡
り
、
そ
こ
で
英
子
が
誕
生
す
る
。
商

売
は
思
わ
し
く
な
く
一
家
は
台
湾
へ
戻
っ
た
が
、
一
九
二
三
年
、
煥
文
は
再
び
新
天
地
を
求
め
、
妻
子
を
連
れ
北
京
へ
渡
っ
た
。
五

歳
の
英
子
は
す
ぐ
に
北
京
城
南
で
の
暮
ら
し
に
慣
れ
、
七
歳
で
廠
甸
師
範
大
学
第
一
付
属
小
学
校
へ
入
学
。
だ
が
楽
し
か
っ
た
少
女

時
代
は
父
の
病
死
と
と
も
に
終
わ
り
、
英
子
は
総
領
娘
と
し
て
一
家
を
支
え
る
た
め
、
働
き
な
が
ら
学
べ
る
北
平
新
聞
専
科
学
校
へ

入
学
、
十
九
歳
で
『
世
界
日
報
』
の
記
者
・
編
集
者
と
な
る
。
一
九
三
九
年
、
同
僚
の
夏
承
楹褜
と
結
婚
、
旧
式
の
大
家
族
に
六
男
の

嫁
と
し
て
入
り
三
人
の
子
ど
も
を
出
産
、
一
九
四
八
年
に
家
族
と
と
も
に
台
湾
へ
渡
っ
た
。

三
十
歳
で
台
湾
へ
戻
っ
た
林
海
音
は
、
以
降
約
五
十
年
に
わ
た
り
文
壇
で
活
躍
す
る
。
編
集
者
・
出
版
人
と
し
て
は
一
九
四
九
年

に
『
国
語
日
報
』「
週
末
」
欄
の
主
編
、
一
九
五
三
年
か
ら
十
年
間
『
聯
合
報
』「
副
刊
」
の
主
編
を
務
め
、
後
の
台
湾
文
壇
を
担
う
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多
く
の
人
材
を
発
掘
し
世
に
送
り
出
す
。
七
等
生
、
鄭
清
文
、
黃
春
明
、
林
懷
民
な
ど
新
人
作
家
の
ほ
か
、
日
本
語
か
ら
北
京
語
で

の
創
作
に
移
行
し
た
ベ
テ
ラ
ン
作
家
た
ち
―
楊
逵
、
鍾
肇
政
、
鍾
理
和
、
廖
清
秀
ら
も
林
の
支
持
に
よ
っ
て
作
品
を
発
表
し
た
。
一

九
六
七
年
に
は
『
純
文
学
』
月
刊
を
創
刊
、
さ
ら
に
六
九
年
純
文
学
出
版
社
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
と
前
後
し
て
文
芸
雑
誌
『
文
星
』

の
編
集
も
務
め
た
ほ
か
、
一
九
六
八
年
か
ら
九
六
年
ま
で
小
学
校
の
国
語
教
科
書
編
纂
も
手
掛
け
た
。
大
陸
と
の
文
化
交
流
が
再
開

さ
れ
る
と
、
一
九
九
〇
年
に
は
『
当
代
台
湾
著
名
作
家
代
表
作
大
系
』
編
纂
の
顧
問
と
な
り
、
台
湾
文
学
の
紹
介
に
携
わ
っ
た
。

作
家
と
し
て
の
活
動
は
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
が
最
も
盛
ん
で
、
五
〇
年
代
前
半
は
『
国
語
日
報
』「
週
末
」
欄
、『
中
央
日
報
』

「
副
刊
」
お
よ
び
「
婦
女
与
家
庭
」
欄
を
中
心
に
多
数
の
作
品
を
発
表
、
一
九
五
五
年
、
三
十
五
才
の
と
き
に
、
家
庭
や
女
性
を
描
い

た
散
文
集
『
冬
青
樹
』
を
皮
切
り
に
小
説
や
散
文
を
上
梓
す
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
『
城
南
旧
事
』
を
は
じ
め
『
婚
姻
的
故
事
』

『
燭
芯
』
な
ど
古
い
中
国
の
婚
姻
制
度
に
翻
弄
さ
れ
る
女
性
た
ち
を
描
い
た
作
品
を
発
表
、
ほ
か
に
ア
メ
リ
カ
訪
問
記
『
作
客
美
国
』、

児
童
文
学
『
金
橋
』
な
ど
三
十
数
冊
の
散
文
・
小
説
集
を
の
こ
し
て
い
る
。

二
、
林
海
音
作
品
に
対
す
る
評
価
︱
﹃
城
南
旧
事
﹄
と
﹁
郷
愁
﹂
の
記
号

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
台
湾
文
壇
で
多
方
面
に
活
躍
し
た
林
海
音
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

台
湾
に
お
い
て
は
、
林
海
音
は
作
家
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
編
集
者
・
出
版
人
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
と
く
に
純
文
学
の
重
要

性
を
追
究
し
、
戦
後
多
く
の
優
れ
た
作
家
を
発
掘
し
た
功
績
は
、
夫
・
何
凡
（
夏
承
楹
）
と
と
も
に
台
湾
の
現
代
文
学
の
発
展
に
貢
献

し
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
も
二
〇
〇
九
年
に
台
湾
国
立
文
学
館
で
「
穿
越
林
間
聴
海
音
―
―
林
海
音
文
学
展
」
が
行

わ
れ
、
パ
ワ
フ
ル
で
多
面
的
な
そ
の
生
涯
が
詳
細
な
資
料
を
も
と
に
展
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
側
面
は
日
本
は
も
と
よ
り
大
陸
で
も
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注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
は
小
説
『
城
南
旧
事
』
と
そ
の
映
画
化
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

『
城
南
旧
事
』
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
書
か
れ
た
林
の
自
伝
的
小
説
で
あ
る
。「
惠
安
館
」「
我
們
看
海
去
（
み
ん
な
で
海
を
見
に
行

こ
う
）」「
蘭
姨
娘
（
妾
の
蘭
さ
ん
）」「
驢
打
滾
児
（
ロ
バ
の
こ
ろ
げ
回
り
）」「
爸
爸
的
花
児
落
了
（
お
父
さ
ん
の
花
が
散
っ
た
）」
と
い
う
五

つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
な
る
小
人
物
と
少
女
英
子
の
ふ
れ
あ
い
と
別
れ
が
、
城
壁
と
城
門
が
残
る
北
京

を
背
景
に
描
か
れ
る
。
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
自
由
中
国
』
や
『
聯
合
報
』
な
ど
に
バ
ラ
バ
ラ
に
発
表
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
に
一
冊
の

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た鍈
。
子
ど
も
の
視
点
に
よ
る
生
き
生
き
と
し
た
描
写
は
秀
逸
で
定
評
が
あ
る
。

こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
一
九
五
〇
年
代
は
、
い
わ
ゆ
る
「
反
共
文
学銈
」
と
と
も
に
大
陸
を
懐
か
し
む
「
懐
郷
文
学蓜
」
が
多
数
書

か
れ
た
時
代
だ
っ
た
。
内
戦
に
敗
れ
政
府
と
と
も
に
台
湾
へ
渡
っ
て
き
た
第
一
世
代
作
家
た
ち
は
「
中
共
が
支
配
す
る
以
前
の
華
や

か
で
満
た
さ
れ
た
大
陸
で
の
快
適
な
生
活
を
回
顧
し
、
こ
の
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
よ
っ
て
、
台
湾
の
民
衆
と
は
何
ら
関
係
の
な

い
懐
郷
文
学
が
生
ま
れ
た俉
」。
林
海
音
も
ま
た
第
一
世
代
の
女
流
作
家炻
で
あ
り
、
こ
う
し
た
な
か
で
『
城
南
旧
事
』
も
長
ら
く
「
懐
郷

文
学
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

一
方
大
陸
で
は
、
こ
の
小
説
は
一
九
八
二
年
に
上
海
映
画
製
作
所
の
呉
貽
弓
監
督
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
て
か
ら
一
躍
有
名
に
な

る
。『
城
南
旧
事
』
が
両
岸
の
文
化
交
流
再
開
の
な
か
で
映
画
化
さ
れ
た
経
緯
は
杉
野
元
子
や
応
鳳
凰
の
論
文昱
に
詳
し
い
。
古
き
良
き

北
京
と
少
女
時
代
へ
の
郷
愁
を
情
緒
た
っ
ぷ
り
に
描
い
た
こ
の
映
画
は
国
内
外
で
好
評
を
博
し
た
が
、
実
は
映
画
版
で
は
主
人
公
一

家
が
台
湾
人
だ
と
匂
わ
せ
る
描
写
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
た
た
め
、
北
京
へ
の
郷
愁
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
大
陸
の
評
論
家
の
間
で
は
「
林
海
音
は
内
戦
後
故
郷
―
台
湾
に
戻
っ
た
と
は
い
え
、
心
は
北
京
に
対
す
る
「
郷
愁
」
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、『
城
南
旧
事
』
と
い
う
小
説
は
そ
う
し
た
濃
厚
な
思
い
が
対
岸
の
北
京
に
対
す
る
思
慕
と
愛
情
と
な
っ
て
吐
露
さ

れ
た
も
の棈
」
と
い
う
見
方
が
生
ま
れ
た
。
台
湾
の
研
究
者
た
ち
は
こ
う
し
た
読
み
方
を
批
判
し
て
お
り
、
范
銘
如
は
、
小
説
に
は
英
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子
一
家
の
台
湾
人
と
し
て
の
特
徴
的
描
写
―
方
言
や
習
慣
が
地
元
の
北
京
人
と
異
な
る
部
分
―
が
あ
り
「
そ
こ
に
描
か
れ
る
北
京
は

外
地
／
台
湾
人
の
目
線
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
他
者鋹
」
だ
と
指
摘
す
る
。
ま
た
応
鳳
凰
は
こ
の
小
説
に
つ
い
て
「
実
際
に
は

小
説
の
「
中
国
の
記
号
」
は
き
わ
め
て
弱
い曻
」
と
主
張
し
、
こ
の
作
品
を
「
懐
郷
文
学
」
だ
と
す
る
従
来
の
見
方
そ
の
も
の
も
否
定

し
て
い
る
。

三
、
異
人
と
し
て
の
林
海
音
︱
台
湾
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

林
海
音
の
台
湾
人
と
し
て
の
側
面
を
知
る
う
え
で
、
映
画
「
城
南
旧
事
」
で
は
抹
消
さ
れ
て
い
た
北
平
（
民
国
期
の
北
京
）
の
台
湾

人
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
き
た
い
。
林
海
音
が
両
親
と
北
京
に
渡
っ
た
一
九
二
三
年
、
故
郷
台
湾
は
日
本
の
植
民
地
と
な
っ
て

す
で
に
二
十
八
年
が
経
ち
、
日
本
語
に
よ
る
教
育
や
習
慣
が
普
及
し
て
い
た彅
。
こ
う
し
た
台
湾
の
社
会
を
嫌
い
、
煥
文
と
同
様
に
故

郷
を
脱
出
し
北
平
に
新
天
地
を
求
め
た
人
々
の
中
に
は
、
著
名
な
文
学
者
の
張
我
軍丨
な
ど
が
い
る
。
そ
の
息
子
の
張
光
正
（
筆
名
・
何

標
）
が
書
い
た
文
章仡
に
よ
れ
ば
、
北
京
に
は
一
九
二
〇
年
当
時
、
科
挙
試
験
の
た
め
上
京
す
る
学
生
用
に
建
て
ら
れ
た
各
地
方
の
「
会

館
」
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
出
身
者
が
利
用
し
て
い
た
。
も
と
は
台
湾
会
館
も
あ
っ
た
が
、
日
清
戦
争
以
降
は

閉
鎖
さ
れ
、
台
湾
か
ら
来
た
人
々
は
祖
先
の
本
籍
が
あ
る
広
東
や
福
建
の
会
館
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
。
北
京
に
到
着
し
た
林
一
家

も
そ
の
後
福
建
永
春
会
館
、
晋
江
会
館
、
広
東
蕉
嶺
会
館
な
ど
に
移
り
住
ん
だ
。
何
標
に
よ
れ
ば
一
九
二
〇
年
代
の
北
京
に
は
四
十

～
五
十
人
の
台
湾
人
留
学
生
が
い
て
、
信
仰
や
主
義
は
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
が
日
本
の
台
湾
統
治
に
反
対
す
る
意
思
で
通
じ
て
お
り
、

一
九
二
一
年
に
は
台
湾
島
内
で
の
日
本
統
治
当
局
に
対
す
る
闘
争
を
積
極
支
援
・
連
携
す
る
目
的
の
「
台
湾
青
年
会
」
が
結
成
さ
れ
、

煥
文
は
そ
の
一
員
で
も
あ
っ
た
。
は
じ
め
京
津
日
日
新
聞
社
北
京
支
社
に
勤
務
し
て
い
た
煥
文
は
の
ち
に
北
京
郵
政
総
局
の
日
本
課

長
に
転
職
、
台
湾
人
学
生
の
送
金
は
み
ず
か
ら
処
理
し
、
同
郷
人
が
も
め
ご
と
に
巻
き
込
ま
れ
れ
ば
す
ぐ
出
て
行
っ
て
仲
裁
し
た
と
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い
う
。
辛
亥
革
命
後
、
北
京
に
は
台
湾
人
士
に
よ
る
「
台
湾
同
郷
会
」
も
設
立
さ
れ
、
煥
文
は
こ
の
会
の
責
任
者
も
務
め
て
い
た仼
。

林
海
音
の
次
女
で
作
家
の
夏
祖
麗
も
、『
林
海
音
伝
』
執
筆
の
た
め
に
北
京
で
知
人
に
取
材
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
二
〇

年
代
～
三
〇
年
代
、
北
京
の
台
湾
人
は
大
体
四
十
人
く
ら
い
で
、
洪
秋
炎
、
張
我
軍
な
ど
殆
ど
が
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た
。
林
海
音
ら

が
住
ん
で
い
た
晋
江
会
館
に
は
台
湾
の
福
建
省
出
身
者
が
一
番
頻
繁
に
出
入
り
し
て
お
り
、
皆
が
福
建
語
で
会
話
し
て
い
た
。
晋
江

会
館
は
当
時
の
北
京
社
会
に
も
、
台
湾
に
も
、
ま
し
て
日
本
に
も
属
さ
ず
、
人
々
は
互
い
に
助
け
合
い
、
世
話
し
合
っ
て
い
た伀
。
日

本
当
局
の
監
視
や
地
元
の
人
々
の
目
を
避
け
て
、
み
ず
か
ら
を
「
番
薯
人
」
と
呼
び
合
う
台
湾
人
の
姿
を
、
林
海
音
は
「
亜
細
亜
の

孤
児伃
」
だ
と
書
い
て
い
る
。
林
自
身
、
小
学
校
の
入
学
手
続
き
な
ど
に
は
台
湾
で
は
な
く
祖
先
の
本
籍
を
出
身
地
と
し
て
書
い
て
い

た
と
い
う
。
民
国
期
の
北
京
に
お
い
て
、
台
湾
人
た
ち
は
あ
る
種
の
異
空
間
の
な
か
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

四
、
両
地

そ
れ
で
は
次
に
、
北
京
と
台
湾
に
対
す
る
林
海
音
の
叙
述
に
つ
い
て
、
散
文
集
『
両
地
』
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
林
海
音
は
同
著

の
自
序
で
「
両
地
」
と
は
台
湾
と
北
平
を
さ
し
、
台
湾
は
自
分
の
故
郷
、
北
平
は
育
っ
た
場
所
で
あ
り
、
自
分
は
生
涯
こ
の
二
つ
の

場
所
を
離
れ
た
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
散
文
集
は
一
九
六
六
年
（
民
国
五
十
五
年
）
に
三
民
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
、
計
五
十
七
編
の
う
ち
台
湾
に
関
す
る
も
の
が
三
十

五
編
、
北
京
に
関
す
る
も
の
が
二
十
二
編
収
め
ら
れ
て
い
る
。
台
湾
に
関
す
る
散
文
に
は
「
愛
玉
氷
」、「
新
竹
白
粉
」、「
台
北
温
泉

慢
写
」、「
艋
岬
」、「
冬
生
娘
仔
」
な
ど
当
地
の
風
俗
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
三
編
を
除
き
す
べ
て
一
九
五
〇
年
―
五
一
年
に
『
国

語
日
報
』「
週
末
」
欄
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。『
国
語
日
報
』
社
は
国
民
政
府
の
国
語
（
北
京
語
）
普
及
政
策
に
沿
っ
て
創
立
さ
れ
た
財

団
法
人
で
、
渡
台
し
て
一
カ
月
後
の
一
九
四
八
年
十
二
月
、
夫
の
夏
承
楹
が
同
社
に
入
社
し
、
林
海
音
も
翌
年
か
ら
『
国
語
日
報
』
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七
九

の
編
集
と
な
り
「
週
末
」
版
の
主
編
を
務
め
る
。
北
京
語
で
創
作
で
き
る
人
材
が
限
ら
れ
て
い
た
当
時
、
林
は
み
ず
か
ら
文
章
を
書

き
掲
載
し
て
い
た
が
、
創
作
意
欲
は
非
常
に
旺
盛
で
、
一
九
四
九
年
―
五
二
年
の
四
年
間
に
お
よ
そ
三
百
編
近
い
文
章
を
各
紙
に
発

表
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
多
く
が
台
湾
の
郷
土
風
物
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
渡
台
し
て
き
た
一
部
の
人
々
に
好
ん
で
読
ま
れ
た伹
。

一
方
、
北
京
に
関
す
る
散
文
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
は
『
聯
合
報
』「
副
刊
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
書
か
れ
た
の
は
い
ず
れ
も
一
九
六

〇
年
代
で
あ
る
。
台
湾
に
関
す
る
作
品
が
北
京
に
関
す
る
作
品
よ
り
も
先
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
の
新
聞
に
は

林
と
同
様
大
陸
か
ら
来
た
女
流
作
家
た
ち
の
文
章
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
台
湾
の
民
俗
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
文
章
を
発
表

し
た
作
家
は
ほ
か
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
当
時
、
台
湾
で
は
国
民
政
府
に
よ
る
文
芸
政
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。
二
・
二
八

事
件佖
の
傷
が
ま
だ
癒
え
ぬ
一
九
四
九
年
、
国
民
軍
を
率
い
て
遷
台
し
た
蒋
介
石
は
、
台
湾
人
の
「
脱
日
本
人
化
」
を
図
る
た
め
、
公

用
語
を
中
国
語
に
切
り
替
え
る
「
国
語
推
進
運
動
」
を
展
開
し
、
政
府
の
支
援
に
よ
る
各
種
文
芸
奨
励
賞
や
軍
・
政
府
の
人
材
を
動

員
し
た
文
芸
団
体
が
設
け
ら
れ
、
大
量
の
反
共
文
芸
作
品
が
生
ま
れ
た侒


。
台
湾
で
は
す
で
に
七
割
以
上
の
人
々
に
日
本
語
が
浸
透
し

マ
ス
コ
ミ
の
活
動
も
す
べ
て
日
本
語
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
に
そ
れ
が
全
面
禁
止
さ
れ
る
と
、
沈
黙
し
た
台
湾
人
作
家
に
代
わ

り
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
作
家
た
ち
が
文
壇
に
躍
り
出
た
。
林
海
音
も
そ
の
一
人
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
女
の
ス
タ
ン
ス
は
あ
く
ま
で

も
「
追
わ
れ
て
逃
げ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
決
断
し
故
郷
へ
戻
っ
て
き
た
」
の
で
あ
っ
た
。
台
湾
へ
戻
っ
た
当
初
の
林
海
音
は
、

故
郷
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
省
立
博
物
館
へ
足
し
げ
く
通
い
、
日
本
語
の
雑
誌
『
民
俗
台
湾
』
や
池
田
敏
雄
の
『
台
湾
の
家
庭
生

活
』
な
ど
を
読
み
漁
り
、
内
容
を
ノ
ー
ト
に
写
し
て
い
た
と
い
う
。
実
際
、『
両
地
』
の
散
文
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
池
田
の

文
章
を
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る
個
所
が
あ
る
。

從
前
台
湾
的
女
孩
子
到
了
十
幾
歲
，
喜
歡
做
一
種
小
布
人
，
管
它
叫
做
「
冬
生
娘
仔
」。
做
法
是
很
簡
單
的
，
用
線
香
棒
綁
成
一
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個
十
字
形
，
就
是
冬
生
娘
仔
的
骨
架
，
她
小
如
的
手
掌
。
給
它
穿
上
短
衣
和
褲
，
上
面
再
做
一
個
頭
，
描
上
五
官
，
腳
是
纏
足
型

的
，
所
以
做
上
弓
鞋
。
不
過
「
冬
生
娘
仔
」
只
有
一
隻
腳
，
傳
說
她
的
嫂
子
很
利
害
，
曾
打
斷
了
她
一
隻
腳
。（「
冬
生
娘
仔
」『
両
地
』

一
六
三
―
一
六
四
頁
。
初
出
は
『
国
語
日
報
』
一
九
五
〇
年
十
二
月
三
〇
日
）

（
昔
台
湾
の
娘
た
ち
は
十
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、「
冬
生
娘
仔
」
と
呼
ば
れ
る
布
の
人
形
を
よ
く
作
っ
て
い
た
。
作
り
方
は
と
て
も
簡
単
で
、
線

香
の
棒
を
十
字
に
縛
り
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の
骨
組
み
を
作
る
。
短
い
上
着
と
ズ
ボ
ン
を
着
せ
て
頭
を
つ
け
、
目
鼻
と
口
を
描
く
。
足
は
纏
足
を
し
て
い

る
形
な
の
で
弓
靴
（
纏
足
用
の
布
靴
）
を
履
か
せ
る
。
で
も
「
冬
生
娘
仔
」
に
は
足
が
一
本
し
か
な
い
。
伝
説
で
は
彼
女
の
兄
嫁
が
ひ
ど
く
き
つ
い

人
で
、
足
を
一
本
折
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
）

「
冬タ
ン
シ
イ
ニ
ウ
ア
ア

生
娘
仔
は
少
女
の
掌
大
の
人
形
で
線
香
の
脚
を
十
字
形
に
組
合
せ
、
こ
れ
に
衫サ
ア

（
上
衣
）
と
褲コ
オ

（
ず
ぼ
ん
）
を
穿
か
せ
る
。
上

に
は
き
れ
を
ま
る
め
て
首
を
つ
く
り
、
顔
を
描
く
。
脚
は
隻
脚
で
纏
足
の
弓

キ
エ
ン

靴チ
エ

を
履
か
せ
色
シ
ェ
ウ

褲コ
オ

（
纏
足
婦
人
の
脚
絆
）
を
か
ぶ
せ
る
。

足
が
殊
更
に
隻
脚
な
の
は
何
か
理
由
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
が
今
は
不
明
に
帰
し
て
い
る
。
た
だ
冬
生
娘
仔
は
意
地
悪
な
嫂
に
い
ぢ
め

つ
け
ら
れ
、
厠
に
つ
ま
づ
い
て
足
を
一
本
失
つ
た
の
だ
と
も
云
ふ
が
、
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。」（
池
田
敏
雄
「
冬
生
娘
仔
」

『
台
湾
の
家
庭
生
活
』（
大
空
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七
九
頁
）

二
つ
の
文
章
は
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
台
湾
に
つ
い
て
の
散
文
を
も
う
ひ
と
つ
挙
げ
る
。
こ
ち
ら
は
台

北
の
艋
岬
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で
、
台
湾
の
民
俗
が
色
濃
い
こ
の
地
区
は
『
民
俗
台
湾
』
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

萬
華
和
延
平
路
是
本
省
人
聚
居
的
地
方
，
許
多
地
方
還
保
留
著
真
正
的
臺
灣
風
味
。
日
本
雖
然
竊
據
五
十
年
，
一
直
沒
能
改
變
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它
。
就
拿
名
字
來
說
吧
，
萬
華
是
在
日
本
大
正
十
一
年
改
的
，
原
來
是
叫
艋
岬
。
延
平
路
一
帶
日
本
人
叫
做
太
平
町
，
原
來
的
名

子
叫
大
稻
埕
。
臺
灣
人
一
直
不
喜
歡
用
日
本
名
，
提
到
這
兩
個
地
方
，
總
是
說
艋
岬
，
或
者
大
稻
埕
。
―
中
略
―
當
初
艋
岬
是
臺

灣
北
部
最
熱
鬧
的
地
方
，
臺
灣
有
句
老
話
兒
說
：
「
一
府
二
鹿
三
艋
岬
」。
府
是
臺
南
，
鹿
是
鹿
港
，
如
今
這
三
個
地
方
都
失
去
當

日
的
光
彩
了
。
―
中
略
―
萬
華
的
夜
市
是
很
有
名
的
，
到
了
夏
天
的
黃
昏
，
許
多
人
喜
歡
去
趕
萬
華
夜
市
，
這
也
可
以
說
是
臺
北

著
名
風
情
之
一
。
遊
臺
北
不
去
萬
華
，
正
像
逛
北
平
不
去
天
橋
一
樣
。（「
艋
舺
」『
両
地
』
一
四
二
頁
。
初
出
は
『
国
語
日
報
』
一
九
五
〇

年
十
二
月
二
三
日
）

（
萬
華
と
延
平
路
は
本
省
人
が
多
く
住
む
場
所
で
、
本
当
の
台
湾
ら
し
さ
が
沢
山
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
は
五
十
年
間
不
正
に
こ
こ

を
乗
っ
取
っ
て
い
た
が
、
ず
っ
と
そ
れ
ら
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
名
前
か
ら
見
て
み
る
と
、
萬
華
と
い
う
の
は
日
本
が
大
正
十
一
年
に

変
え
た
も
の
で
、
も
と
は
艋
舺
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
延
平
路
一
帯
は
日
本
人
が
太
平
町
と
呼
ん
で
い
た
が
、
も
と
の
名
前
は
大
稲
埕
で
あ
っ
た
。
台

湾
人
は
日
本
名
を
使
う
の
を
嫌
い
こ
の
二
つ
の
場
所
を
い
つ
も
艋
舺
、
大
稲
埕
と
呼
ん
で
い
た
。
―
中
略
―
当
初
艋
舺
は
台
湾
北
部
で
一
番
の
繁
華

街
で
、
台
湾
に
は
「
一
府
二
鹿
三
艋
舺
」
と
い
う
古
い
言
葉
が
あ
っ
た
。
府
と
は
台
南
、
鹿
と
は
鹿
港
の
こ
と
だ
が
、
い
ま
は
い
ず
れ
も
昔
の
精
彩

を
失
っ
て
い
る
。
―
中
略
―
萬
華
の
夜
市
は
と
て
も
有
名
で
、
夏
の
黄
昏
時
に
は
沢
山
の
人
が
や
っ
て
く
る
。
こ
れ
も
台
北
な
ら
で
は
の
風
情
の
ひ

と
つ
だ
。
台
北
に
行
っ
て
萬
華
に
行
か
な
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
北
平
に
行
っ
て
天
橋
に
行
か
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
）

こ
ち
ら
は
、
な
ん
と
な
く
観
光
欄
の
紹
介
記
事
の
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
「
台
北
温
泉
慢
記
」
や
「
台
南
『
渡
小
月
』」
な
ど
台
湾

の
名
勝
や
名
物
を
紹
介
す
る
散
文
が
あ
る
。
中
国
大
陸
の
人
々
に
と
っ
て
、
台
湾
に
渡
っ
て
く
る
こ
と
は
想
定
外
で
あ
り
、
予
備
知

識
も
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
林
海
音
自
身
、
台
湾
の
市
場
で
北
京
に
は
な
い
南
国
の
果
物
を
目
に
し
、
母
愛
珍
の
流
暢
な
台
湾
語

を
聞
い
て
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
い
う
が
、
一
方
で
台
湾
人
と
し
て
読
者
に
伝
え
る
使
命
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
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わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
書
き
方
は
情
緒
的
で
は
な
く
、
客
観
的
な
、
記
事
の
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る
。

次
に
、
北
京
に
関
す
る
散
文
の
う
ち
、
城
南
遊
芸
園侊
で
の
出
来
事
を
綴
っ
た
散
文
を
見
て
み
よ
う
。
毎
週
末
、
乳
母
に
連
れ
ら
れ

見
に
行
っ
た
芝
居
小
屋
で
、
タ
オ
ル
を
放
り
投
げ
る
給
仕
や
観
客
の
様
子
を
描
い
た
く
だ
り
で
あ
る
。

但
是
觀
眾
與
茶
坊
之
間
的
糾
紛
，
恐
怕
每
天
每
場
都
不
可
免
，
而
且
也
真
亂
哄
。
當
那
位
女
茶
坊
硬
把
菓
碟
擺
上
來
，
而
我
們

硬
不
要
的
時
候
，
真
是
一
場
無
味
的
爭
執
。
茶
坊
看
見
客
人
帶
了
小
孩
子
，
更
不
肯
把
菓
碟
拿
走
了
。
可
不
是
，
我
輕
輕
的
，
偷

偷
的
，
把
一
顆
糖
花
生
放
進
嘴
吃
，
再
來
一
顆
，
再
來
一
顆
，
再
來
一
顆
，
等
到
大
人
發
現
時
，
去
了
大
半
碟
兒
了
，
這
時
不
買

也
得
買
了
。（「
台
上
、
台
下
」『
両
地
』
二
二
頁
。
初
出
は
『
聯
合
報
』
一
九
六
二
年
十
二
月
十
五
日
）

（
し
か
し
、
お
客
と
給
仕
と
の
や
り
と
り
は
毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
、
し
か
も
す
ご
く
騒
が
し
か
っ
た
。
あ
の
女
給
が
菓
子
皿
を
無
理
や
り

持
っ
て
き
て
私
た
ち
が
断
る
と
、
い
つ
も
意
味
の
な
い
争
い
が
展
開
し
た
も
の
だ
。
女
給
は
お
客
が
子
ど
も
連
れ
な
の
を
見
る
と
な
お
の
こ
と
菓
子

皿
を
下
げ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
そ
う
っ
と
、
こ
っ
そ
り
と
落
花
生
飴
を
一
つ
口
の
中
に
放
り
込
ん
で
食
べ
、
も
う
一
つ
、
も
う

一
つ
、
も
う
一
つ
と
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
大
人
に
発
見
さ
れ
た
時
に
は
も
う
皿
の
半
分
く
ら
い
も
無
く
な
っ
て
い
て
、
結
局
買
う
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
っ
た
。
）

②
に
比
べ
る
と
非
常
に
生
き
生
き
と
し
た
細
か
な
描
写
が
さ
れ
て
お
り
、
お
茶
目
な
少
女
の
行
動
に
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
る
。
こ
れ
は
林
海
音
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
記
憶
だ
と
思
わ
れ
る
。
北
京
に
関
す
る
散
文
に
は
ほ
か
に
も
秋
の
食
物
や
京
劇
役

者
の
子
ど
も
た
ち
、
妾
の
女
性
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
が
あ
る
が
、
焼
き
栗
の
香
り
、
連
な
っ
て
歩
く
子
ど
も
役
者
の
さ
ま
や
子
猫

と
話
す
お
妾
さ
ん
の
声
な
ど
、
ど
れ
も
音
や
色
、
匂
い
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
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林
海
音
は
一
体
「
北
京
人
」
な
の
か
「
台
湾
人
」
な
の
か
。
住
み
慣
れ
た
北
京
に
い
な
が
ら
馳
せ
る
故
郷
台
湾
へ
の
思
い
に
つ
い

て
、
林
は
「
英
子
の
郷
愁
」
と
い
う
散
文
の
な
か
で
描
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
書
信
の
形
を
と
っ
た
散
文
で
、
林
海
音
に
よ
れ
ば
、

実
際
の
手
紙
で
は
な
い
が
当
時
の
心
情
に
近
い
内
容
だ
と
い
う
。
第
一
信
か
ら
第
五
信
ま
で
、
日
中
戦
争
前
夜
～
最
中
の
北
京
か
ら

台
湾
に
い
る
祖
父
や
従
兄
に
宛
て
た
手
紙
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
第
二
信
は
祖
父
に
宛
て
た
も
の
で
、
帰
郷
す
る
よ
う
に
と

の
勧
め
を
断
る
手
紙
で
あ
る
。
自
分
は
中
学
二
年
生
、
弟
妹
は
小
学
生
で
あ
り
、
台
湾
に
戻
れ
ば
日
本
語
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
帰
ら
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

我
們
不
願
意
失
學
，
但
是
我
們
也
不
能
半
路
插
進
讀
日
本
書
的
學
校
。
而
且
，
自
從
屘
叔
在
大
連
被
日
本
人
害
死
在
監
獄
以
後
，

我
永
遠
不
能
忘
記
，
痛
恨
著
害
死
親
愛
的
叔
叔
的
那
個
國
家
。
還
有
爸
爸
的
病
，
也
是
自
從
到
大
連
收
拾
屘
叔
的
遺
體
回
來
以
後
，

才
厲
害
起
來
的
。
―
中
略
―
媽
媽
非
常
思
念
故
鄕
，
她
常
常
說
，
我
們
的
外
婆
一
定
很
盼
望
她
回
去
，
但
是
她
還
是
依
著
我
們
的

意
思
留
下
來
了
，
媽
媽
是
這
樣
的
善
良
！ 
（「
英
子
的
郷
恋
」『
両
地
』
一
一
二
頁
。
初
出
は
『
台
湾
文
芸
』
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
六
四
年
四

月
）（

私
た
ち
は
勉
強
を
や
め
た
く
な
い
で
す
が
、
途
中
か
ら
日
本
の
学
校
へ
編
入
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
叔
父
さ
ん
が
大
連
の
監
獄
で

日
本
人
に
殺
さ
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
大
好
き
な
叔
父
さ
ん
を
死
に
追
い
や
っ
た
あ
の
国
に
対
す
る
憎
し
み
を
、
私
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
父
の
病
も
、
大
連
へ
叔
父
さ
ん
の
遺
体
を
取
り
に
行
っ
て
か
ら
悪
化
し
た
の
で
す
。
―
中
略
―
母
は
と
て
も
故
郷
を
恋
し
が
っ
て

お
り
、
お
ば
あ
さ
ん
が
ど
ん
な
に
私
た
ち
の
帰
郷
を
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
つ
も
言
う
の
で
す
が
、
や
は
り
私
た
ち
の
意
思
に
沿
っ
て
の
こ
っ

て
く
れ
た
の
で
す
、
母
は
こ
ん
な
に
善
良
な
の
で
す
！
）
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叔
父
と
は
父
煥
文
の
末
の
弟
で
、
父
を
頼
っ
て
北
京
に
留
学
に
来
て
い
た
林
炳
文
を
さ
す
。
幼
い
林
海
音
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

た
叔
父
だ
っ
た
が
、
抗
日
活
動
に
参
加
し
て
日
本
人
に
捕
え
ら
れ
、
大
連
で
獄
死
さ
せ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
次
は
第
三
信
、
父
の

遺
骨
を
持
っ
て
先
に
帰
郷
し
た
従
兄
へ
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。
父
の
死
後
体
の
弱
い
妹
や
弟
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
寂
し
く
な
っ

た
家
の
な
か
で
、
母
か
ら
台
湾
の
話
を
聞
く
日
常
を
書
い
て
い
る
。

媽
媽
一
邊
向
爐
中
添
煤
，
一
邊
告
訴
我
們
說
：
故
鄕
還
是
穿
單
衣
的
時
候
。
是
嗎
哥
哥
？
那
麼
您
的
棉
袍
到
了
基
隆
豈
不
是
要

脫
掉
了
嗎
？
媽
媽
又
說
，
故
鄕
的
樹
葉
是
從
來
不
會
變
黃
、
變
枯
，
而
落
得
光
光
的
；
水
也
不
會
結
冰
，
長
年
的
流
著
。
―
中
略

― 

還
有
女
人
們
光
著
腳
穿
著
拖
板
，
可
以
到
處
去
作
客
，
還
有
，
還
有
，
…
…
等
等
，
故
鄕
的
一
切
真
是
這
樣
的
有
趣
嗎
？
您
怎

麼
不
快
寫
信
來
講
給
我
們
聽
呢
？
（「
英
子
的
郷
恋
」『
両
地
』
一
一
三
頁
―
一
一
五
頁
）

（
お
母
さ
ん
は
薪
を
火
に
く
べ
な
が
ら
言
い
ま
す
。
故
郷
で
は
ま
だ
一
重
の
服
を
着
て
い
る
こ
ろ
だ
と
。
そ
う
で
す
か
お
従
兄
さ
ん
？
そ
れ
な
ら

あ
な
た
の
綿
入
れ
も
基
隆
港
に
着
い
て
す
ぐ
に
脱
い
だ
の
で
し
ょ
う
か
？
お
母
さ
ん
の
話
で
は
、
故
郷
の
木
の
葉
は
黄
色
く
な
っ
た
り
枯
れ
た
り
し

な
い
で
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
落
ち
る
の
だ
と
、
そ
れ
か
ら
水
は
凍
ら
ず
に
い
つ
も
流
れ
て
い
る
ん
だ
と
。
―
中
略
―
そ
れ
か
ら
女
の
ひ
と
た
ち
は
裸

足
に
下
駄
を
履
い
て
、
い
つ
も
い
ろ
ん
な
人
の
家
に
お
呼
ば
れ
す
る
ん
だ
と
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
…
…
、
故
郷
の
一
切
は
本
当
に
こ
ん
な
に
面

白
い
の
で
す
か
？
な
ぜ
早
く
手
紙
を
書
い
て
教
え
て
く
れ
な
い
の
で
す
か
？
）

母
か
ら
話
を
聞
き
、
ま
だ
見
ぬ
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
戦
火
が
日
々
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
母
愛
珍
の
帰

郷
へ
の
思
い
は
強
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
母
の
思
い
は
北
京
っ
子
と
し
て
成
長
し
た
林
海
音
に
も
伝
わ
っ
た
は
ず
だ
が
、
し
か
し
林

は
自
分
が
自
分
と
し
て
生
き
ら
れ
る
故
郷
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
化
さ
れ
た
台
湾
を
拒
み
続
け
た
。
そ
し
て
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い
故
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郷
へ
の
思
慕
は
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

結
論

林
海
音
と
い
う
作
家
は
、
そ
の
代
表
作
『
城
南
旧
事
』
の
映
画
化
に
よ
っ
て
、
日
本
ま
た
大
陸
に
お
い
て
も
、
北
京
へ
の
郷
愁
を

描
い
た
作
家
と
い
う
印
象
が
強
い
。
し
か
し
、「
比
北
平
人
还
北
平
」
と
い
わ
れ
た
林
海
音
の
そ
の
両
親
世
代
は
、
日
本
統
治
下
の
台

湾
か
ら
脱
出
し
新
た
な
発
展
を
求
め
て
大
陸
に
や
っ
て
き
た
人
々
で
あ
り
、
北
京
に
お
け
る
彼
ら
は
い
わ
ば
異
郷
人
で
あ
っ
た
。
彼

ら
の
故
郷
は
あ
く
ま
で
も
台
湾
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
台
湾
へ
の
思
い
は
お
の
ず
と
林
海
音
の
思
考
に
も
影
響
し
、
北
京
へ

の
思
い
と
と
も
に
、
長
い
年
月
の
う
ち
に
複
雑
に
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
っ
た
。

本
論
で
取
り
上
げ
た
散
文
集
『
両
地
』
に
お
い
て
も
、
北
京
の
暮
ら
し
へ
の
愛
着
・
回
顧
と
と
も
に
、
故
郷
台
湾
に
対
す
る
強
い

思
慕
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
手
紙
の
形
を
と
っ
た
文
章
に
見
ら
れ
る
故
郷
を
思
い
描
く
少
女
の
様
子
や
、
帰
っ
て
き

た
故
郷
で
初
め
て
見
る
さ
ま
ざ
ま
な
風
俗
の
描
写
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
み
ず
か
ら
暮
ら
し
た
北
平
に
対
し
、
台
湾
は
林
に
と
っ
て

は
見
知
ら
ぬ
土
地
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
林
は
故
郷
を
知
ろ
う
と
努
力
し
、
日
本
語
で
は
な
く
中
国
語
で
そ
れ
ら
の
情
報
を
消
化

し
て
、
台
湾
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
務
め
た
。
彼
女
が
台
湾
に
戻
っ
て
真
っ
先
に
し
た
こ
と
は
、
北
京
を
思
い
焦
が
れ
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
に
ひ
た
る
こ
と
で
は
な
く
、
一
日
も
早
く
み
ず
か
ら
の
故
郷
に
関
す
る
知
識
を
得
、
そ
れ
を
北
京
語
で
執
筆
・
紹
介
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
た
だ
台
湾
を
描
写
し
た
文
章
に
は
、
北
京
の
そ
れ
ほ
ど
真
に
迫
っ
た
生
き
生
き
と
し
た
表
現
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
客
観

的
な
事
象
紹
介
な
ど
を
中
心
と
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
林
の
場
合
、
青
春
を
過
ご
し
た
北
京
へ
の
感
情
は
自
然
に
湧
い
て
く
る

も
の
で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
手
中
に
取
り
戻
し
た
故
郷
・
台
湾
へ
の
思
い
と
は
間
接
的
な
想
像
上
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
体
化

さ
せ
、
台
湾
人
と
し
て
の
ル
ー
ツ
の
正
当
性
を
自
ら
認
識
す
る
た
め
に
、
台
湾
に
つ
い
て
書
き
、
大
陸
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
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に
使
命
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
林
海
音
の
故
郷
に
対
す
る
意
識
と
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
み
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
単

な
る
北
京
へ
の
郷
愁
で
は
な
く
、
二
つ
の
場
所
へ
の
思
い
が
交
錯
し
た
よ
り
重
層
的
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
林
海
音
の
散
文
に

は
『
両
地
』
以
外
に
も
戦
後
の
台
湾
を
描
い
た
作
品
が
あ
り
、
台
湾
で
は
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
考
察
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）　
林
海
音
に
関
す
る
日
本
語
の
論
文
は
、
杉
野
元
子
「
林
海
音
『
城
南
旧
事
』
雑
考
―
映
画
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
―
」（『
藝
文
研
究
』
慶
應

義
塾
大
学
藝
文
学
会N

o.
七
〇
、
一
九
九
六
年
六
月
）、
ま
た
応
鳳
凰
「
林
海
音
著
『
城
南
旧
事
』
―
そ
の
小
説
と
映
画
化
さ
れ
た
作
品
と
の

比
較
―
」『
中
国
現
代
文
学
―
台
湾
か
ら
み
る
中
国
大
陸
の
文
学
現
象
―
』（
小
山
三
郎
・
許
菁
娟
編
著
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

ほ
か
に
山
寺
未
希
子
の
「
林
海
音
研
究
序
論
―
林
海
音
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
―
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』　
第
九
号
、
一
九

九
〇
年
四
月
、
九
七
―
一
一
一
頁
）
が
み
ら
れ
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
以
上
だ
け
で
、『
城
南
旧
事
』
以
外
の
作
品
を
中
心
と
し
た
研
究
は

み
ら
れ
な
い
。

（
2
）　
何
凡
、
本
名
夏
承
楹
（
一
九
一
一
―
二
〇
〇
二
）。
著
名
な
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
江
蘇
省
江
寧
の
人
、
北
京
生
ま
れ
。
北
平
師
範
大
学
外
国
語

文
学
科
卒
後
、
北
平
『
世
界
日
報
』
編
集
者
。
一
九
四
八
年
妻
林
海
音
と
と
も
に
渡
台
し
『
国
語
日
報
』
に
入
社
。「
台
湾
省
国
語
推
行
委
員

会
」
委
員
、
雑
誌
『
文
星
』
主
編
、『
聯
合
報
』
主
編
、『
国
語
日
報
』
主
編
・
発
行
人
な
ど
歴
任
。
著
作
は
『
何
凡
文
集
』
全
二
六
巻
の
ほ
か

『
不
按
牌
理
出
牌
』『
夜
讀
雜
誌
』
な
ど
多
数
。

（
3
）　『
城
南
旧
事
』
初
版
は
光
啓
出
版
社
。
一
九
九
二
年
に
中
英
対
訳
版
が
齊
邦
媛
・
殷
張
蘭
煕
に
よ
り
香
港
中
文
大
学
か
ら
出
版
。
ま
た
一
九

九
七
年
、
杉
野
元
子
に
よ
る
日
本
語
版
が
新
潮
社
か
ら
出
版
。
同
年
ド
イ
ツ
語
版
も
出
版
さ
れ
た
。

（
4
）　
反
中
国
共
産
党
を
主
軸
と
し
た
文
学
作
品
。
主
な
作
家
と
し
て
軍
人
作
家
の
司
馬
中
原
や
朱
西
甯
、『
異
域
』
の
鄧
克
保
、『
荻
村
伝
』『
華

夏
八
年
』
の
陳
紀
瀅
、『
秧
歌
』
の
張
愛
玲
、『
旋
風
』
の
姜
貴
な
ど
が
い
る
。
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両
地
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つ
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（
5
）　
台
湾
に
渡
っ
て
き
た
外
省
人
作
家
に
よ
る
、
大
陸
を
懐
か
し
む
小
説
。『
城
南
旧
事
』
の
ほ
か
、
潘
人
木
『
蓮
漪
表
妹
』、
楊
念
慈
「
廢
園
舊

事
」、
尼
洛
「
進
鄕
情
怯
」
な
ど
が
懐
郷
小
説
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

（
6
）　
葉
石
涛
『
台
湾
文
学
史
鋼
』（
文
学
界
雑
誌
社
、
一
九
八
七
）
八
九
頁
。

（
7
）　
同
時
期
の
女
流
作
家
に
潘
人
木
、
蘇
雪
林
、
謝
冰
瑩
、
張
秀
亞
、
張
漱
涵
、
繁
露
、
劉
枋
、
艾
雯
、
孟
瑤
な
ど
が
い
る
。

（
8
）　
杉
野
元
子
「
林
海
音
『
城
南
旧
事
』
雑
考
―
映
画
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
―
」
三
九
―
五
九
頁
。
応
鳳
凰
「
林
海
音
著
『
城
南
旧
事
』
―
そ

の
小
説
と
映
画
化
さ
れ
た
作
品
と
の
比
較
」
二
三
―
四
五
頁
。

（
9
）　
盛
英
主
編
『
二
十
世
紀
中
国
女
性
文
学
史
』（
天
津
人
文
出
版
社
、
一
九
九
五
）
一
九
三
一
頁
。

（
10
）　
范
銘
如
「
如
何
收
編
林
海
音
」（
李
瑞
騰
、
夏
祖
麗
主
編
『
一
座
文
學
的
橋
：
林
海
音
先
生
紀
念
文
集
』
台
南
国
立
文
化
資
産
保
存
研
究
中

心
、
二
〇
〇
二
年
）
一
六
五
頁
。

（
11
）　
応
鳳
凰
『
五
〇
年
代
台
湾
文
学
論
集
』（
春
暉
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
一
八
九
頁
。

（
12
）　
一
八
九
五
年
の
下
関
条
約
で
台
湾
、
澎
湖
島
は
日
本
に
割
譲
、
太
平
洋
戦
争
後
一
九
四
五
年
ま
で
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
。
日
本
統
治
下

で
は
日
本
語
の
使
用
や
日
本
名
が
強
制
さ
れ
、
皇
民
化
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。

（
13
）　（
一
九
〇
二
―
一
九
五
五
）
台
湾
の
文
学
者
、
作
家
。
本
名
張
清
栄
、
字
は
一
郎
。
台
北
板
橋
の
人
。
二
〇
年
代
に
『
乱
都
之
恋
』
や
「
糟

糕
的
台
湾
文
学
界
」
を
発
表
、
台
湾
新
文
学
運
動
の
旗
手
と
呼
ば
れ
る
。
一
九
二
五
年
社
会
派
新
聞
『
台
湾
民
報
』
編
集
と
な
り
日
本
当
局
を

批
判
。
二
六
年
北
京
へ
留
学
、
北
京
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
終
戦
後
帰
台
。

（
14
）　「
北
京
台
湾
会
館
史
話
」（『
台
声
雑
誌
』
一
九
九
四
年
九
月
）、「《
城
南
旧
事
》
作
者
林
海
音
青
少
年
時
代
的
人
和
事
」（『
両
岸
関
係
』
二
〇

〇
一
）
に
よ
る
。
何
標
は
本
名
張
光
正
、
一
九
二
六
年
北
京
生
ま
れ
、
中
国
共
産
党
員
。
大
陸
在
住
台
湾
人
の
民
主
派
政
党
・
台
湾
民
主
自
治

同
盟
会
員
。
著
書
・
編
著
書
に
『
番
薯
藤
系
两
岸
情
』『
張
我
軍
全
集
』
な
ど
。

（
15
）　
台
湾
同
郷
会
が
一
九
二
六
年
に
林
宅
で
開
か
れ
た
と
き
の
写
真
が
、
林
海
音
『
家
在
書
坊
邊
』（
純
文
学
出
版
社
、
一
九
八
七
）
に
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
父
林
煥
文
、
叔
父
炳
文
を
は
じ
め
実
業
家
や
学
生
な
ど
十
二
名
の
台
湾
人
が
集
っ
て
い
る
。

（
16
）　
夏
祖
麗
「
追
隨
母
親
的
足
跡
―
我
写
林
海
音
伝
的
心
路
歷
程
」（
国
立
成
功
大
学
図
書
館
館
刊
・
第
十
一
期
・
一
九
九
二
年
四
月
）

（
17
）　
戦
後
を
代
表
す
る
台
湾
人
作
家
の
一
人
呉
濁
流
の
同
名
小
説
。
日
本
の
植
民
地
下
に
あ
っ
た
台
湾
人
知
識
青
年
を
描
い
た
。
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（
18
）　
夏
祖
麗
『
従
城
南
走
来
：
林
海
音
伝
』（
天
下
遠
見
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
一
三
二
頁
。

（
19
）　
一
九
四
七
年
、
警
察
の
民
間
人
へ
の
暴
行
に
端
を
発
し
た
弾
圧
事
件
。
抗
議
す
る
本
省
人
に
国
民
党
軍
が
武
力
制
圧
を
お
こ
な
い
、
外
省
人

と
の
衝
突
が
激
化
し
全
土
に
広
が
っ
た
。
蒋
介
石
は
そ
の
後
も
厳
し
い
言
論
・
報
道
弾
圧
を
続
行
、
本
省
人
知
識
人
や
共
産
主
義
者
ら
を
徹
底

的
に
逮
捕
、
処
刑
。
戒
厳
体
制
は
一
九
八
七
年
ま
で
続
い
た
。

（
20
）　
応
鳳
凰
『
五
〇
年
代
文
学
論
集
』（
春
暉
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
四
九
―
五
〇
頁
。

（
21
）　
郭
豫
斌
『
市
井
生
活
』（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、
城
南
遊
芸
園
は
一
九
一
八
年
に
江
西
省
議
員
の
彭
秀
康
が
建
設
さ
せ
た

多
種
目
芸
能
園
。
大
小
劇
場
が
並
び
京
劇
や
文
明
劇
（
新
劇
）、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
入
園
料
二
角
で
園
内
の
全
施
設
を
自
由

に
観
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
で
民
衆
の
人
気
が
あ
っ
た
。

（
て
ん
じ
ん
　
ゆ
う
こ
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）　


